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子どもの中へ１－学生に対児童実践

を課す「図工科教材研究」の指導（２）

小林正秀

Students，LookDeeplyintotheChildrenand

TeachYourselvestheMeaningandMethodofArtEducation

-E1ementarySchoolTeachers，TrainingCoursein

PracticalArtEducation-

（２）

ＭａｓａｈｉｄｅＫＯＢＡＹＡＳＨＩ＊
（ReceivedJuly31，1987）

Sincethelatterhalfofl984,Ihavebeengiving
wishingtObeelementaryschoolteachersandatthe

followingpracticalstudiesonthemtopreparethem

elementaryschoolchildren．

ｌｅｃｔｕｒｅｓｔｏｓｔｕｄｅｎｔｓ

ｓａｍｅｔｉｍｅｉｍｐｏsingthe

forarteducationof

First，gatherfiveormorechildre、together・

Providethemwithmaterialsforcreativeartactivitiesandmotifs

（theｍｅｓ）inconsiderationoftheirdevelopmentstageandreadiness，ａ
ｌｅａｄｔｈｅｍｔｏｄｏｃｒｅａｔｉｖｅａｒｔｗｏｒｋ、

Youmustalsoprovideyoursdveswitｈｔｈｅｓａｍｅｍａｔｅｒｉａｌｓａｓａｒｅｇｉｖｅｎ
ｔｈｅchildrenanｄｃｒｅａｔｅｖｏｕｒｏｗｎｗｏｒｋｓｗｉｔｈｔｈｅｓａｍｅmotifs（ｔｈｅｍｅｓ

､１．

２．

and

3．

thechildrenandcreateyour・ｏｗｎｗｏｒｋｓｗｉｔｈｔｈｅｓａｍｅｍｏｔｉｆｓ（theｍｅｓ），

Analyzeandstudytheresultsofprocesses(1)ａｎｄ(2)（children，ｓｗｏｒｋｓ）

ｆｒｏｍdifferentanglesandviewpoints，andreflectonwhatyouhavedone・

Particularly，appreciatechildren'sworkswellanddeeply6

Make・ａｒｅｐｏｒｔｏｎａｌｌｔｈｅａｂｏｖｅｆｏｕｒｐｏｉｎｔｓｔｏｍｅａｎｄｙｏｕｒｃｌａｓｓｍａＪｅｓ

ａｔａｍｅｅｔing（ｔｏｗｈｉｃｈｍｙｔｗｏｌｅｃｔｕｒｅｓａｒｅｔｏｂｅａｌｌocatedatthe

endofthesemester）．

Sumupalltheabove-mentionedactivities，includmgthequestionsand

answers，discussions，ｃｒｉｔｉｃｉｓｍｓａｎｄｃｏｍｍｅｎｔｓａｔｔｈｅｍｅｅｔｉｎｇａｎｄｐｒｅｐａｒｅ

ａｒｅｐｏｒｔ．

4．

5．

6，

＊Dept・ofArtsandCrafts，ＣｏｌＬｏｆＥｄｕｃ.,Univ・oftheRyukyus．

－１８７－
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7．Showthereporttoyourclassmates，ａｎｄｈａｖｅｔｈｅｍｃｏｍｍｅｎｔｏｎｉｔ，

ｒｅｗｒｉｔｅｔｈｅｒｅｐｏｒｔａｎｄｄｒａｗｕｐｙｏｕｒｆｉｎａｌｒｅｐｏｒｔａｎｄｓｕｂｍｉｔｉｔｔｏｍｅ．

※Ｙｏｕｍａｙｆｏｒｍａｓｔｕｄｙｔｅａｍｔｏｄｏｔｈｉｓstudy．

ThisarticleintroducesandeXplaiｎｓmymethodofeducationandtraining，

showingsomereportspresentedbysｔｕｄｅｎｔｓａｓｓａｍｐＩｅｓ，clarifiestheresults

andeffectivenessofmymethod，emphasizmgitsgreateffectivenesｓａｎｄ

significance．

一の各点を，それぞれに資料を対応させて，数

ｍ一分析的に明らかにした。
＊３

口頭研究発表でＩま，持ち時間の殆どを使って，

方式の概要を視覚的に示す写真群~特に，学生

の提出レポートに添付された多種多様な剛私的教

育実習、の実践例＝教材研究と対児童実践の多彩

な展開ぶりを示す多数の写真＝をスライドにして

映写し，本方式による教育指導訓練結果の成果・

効果を錘的・視覚的に実証した。

論文Ｈ２では,論文Ｉと口頭研究発表に対して
（特に本土大都市大学や他教科教育分野から）寄

せられた，本方式の全国的普遍性と実行可能性，

及び学生への負担過重に関する疑問と批判に回答

・反論する意図をもって，まず第一に，①改めて

筆者のこの方式一とりわけ，それなくしては方

式全体が存在しなくなるという最初のステップに

して最大のハードル，ネック（学生にとっての）

である執子どもを探し集めさせる巳という点一

にこめられた狙いや意図，その発想の起源を説明

し，第二に，②それらの疑問や批判が確かに一定

の地域特性的根拠を持つことを各種の指標（年少

人口比率・共同体結合度等）を基に自ら数過一分

析的に明らかにしながら，第三に，③しかしな

おもその「限界」を超えて，本方式が極めて得難

い，他の何物にも代え難い重要かつ多大の意義

と意味を持ち，充分な有効性と普遍実行可能性を

持ち得るものであるということを再確認・主張し

た。

この問題に関する三番目の論文となった本稿は，

以下に掲げる諸点を，その主な達成目標・内容に

している。

①まず，写真資料を豊富に掲載提示・引例紹介

すること。－（これは，前二つの論文では，紙

幅全体の制約や，それぞれに限定された目的・主

序言

筆者は1984年の後学期以来，通常の形式による

講義と，（表現は適切ではないが，その中心的な

部分（主要な側面）の性格・形態上筆者が、私的

教育実習□と呼んだりもしている）学生に課す

「課題研究」とのセットによる新方式で，担当授

業科目：図工科教材研究の受講生を教育指導訓練

してきた。

それ以前の３年間にわたる実験的試行と錯誤を

・経て開発するに至ったこの新しい教科教育指導訓

練法、私的教育実習、とは、一言で言えば－学

生たちに５名以上の児童を自ら探し集めさせて，

その児童たちに対し，事前に研究・選定した教材

とテーマをもって私的に教育実践を行なわしめる

－というものである。

．（とのあと更に学生たちは，その実践を，筆者

の学期末の講義２回分を割いて当てた報告発表会

の席上で報告発表し，質疑や批判を受け，以上の

全てをレポートにまとめて学友の添削校閲と批評

評価を受け，最終的に完成したレポートを筆者に

提出するという手順を踏む。この全課程が「課題

研究」で，その中心的な部分（主要な側面）が，

対児童実践,瓜私的教育実習、というわけである。

なお，以下で，新方式・方式．この方法という

表現は、特にこの（講義部分を除いた）「課題研

究」ならびに蝋私的教育実習､部分を狭義に示す

ものとする。）

さて，筆者は既にこの新方式に関して，これま
＊１＊２

でIと二つの論文（１，Ⅱ）を発表し，一つの学会
縄

口頭研究発表を行ｆｊ:ってきﾌﾟと。
＊１

論文Ｉで}ま，①この新方式を開発するIと至る経

緯，②方式の概要，③これによる教育指導訓練結

果の考察（成果・効果・問題点と今後の課題等）
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マニユアﾙ

ﾒﾆちに配布する「課題研究脱明書」(実践要項

解説手引書）を，順を追って分節毎に提示し，
それに学生たちの対応する実践を示す写真や

題という性格上，その中心的な目的・主題の方に

紙幅を奪われて，全く行なえなかったことであり，

また，口頭研究発表でのスライド映写は，文字通

りその場限りの映写であって，紙の上には痕跡を

留めなかったためである。）

②学生の提出レポート（上述したように多数の

写真を含む）を，本教育指導訓練法の具体的実践

実証例として資料提示・掲載紹介すること｡－に
＊１

れは,．第一論文の本文末尾（ｐ、３２）で今後Iと

残された課題の一つとして述べながら，結局今日

まで行なわず（上述した理由で行なえず）に残さ

、れてきてしまった課題である。）

③それ（学生レポート）と対比照応させて，改

めて本方式の概要を－（具体的には，学期毎に

毎回加筆修正・改訂されてきた「課題研究説明智」
▽ニユアル

（実践要項解説手弓|書）をこの際書き改めて)－

紹介・解説すること。

④以上を通して（特に学生の提出レポートを援

用して），本方式による，大学における教科（図

工科）教育指導訓練（教師教育）結果の成果・効

果を，具体的・視覚的に例証すること。（以上で

ある。）

従って本稿は，その内容・性格・形姿の点から

言えば，先の学会口頭発表を，改めて比較的近似

的に論文化したものだと言える。本来的に言えば

この作業は，学会発表に対応する学会誌論文（論

文Ⅱ）で行なうべき性格のものであったわけだが，
先にも述べたように，紙幅の都合や，疑問や批判

への回答・反論を優先させたために，結果的にこ

のような逆転した執筆・発表順序になってしまっ

たわけである。
タイトル

従って本稿の表題'よ，このような事惰を反映さ

させて，学会口頭研究発表に対応する第二論文

.(論文Ⅱ）の表題と同じくし，ただそれに番号を

付して(2)とした。従って，内容的な連関の本来の

順序を言えば，こちら（本稿）の方がむしろ(1)で

あり，論文Ⅱの方が(2)ということになる。

しかし再度断っておくが，上述したようにこの
タイトル

二つの論文は，表題|ま同じで後者に(2)と番号を付

しているが,両者はあくまでお互いに異なる意図と内

容と主題をもって論じ起こされた，それぞれに独立

した別個の完結論文なのだということである。

以下，まずゴチックで，最初の講義時に学生

査料,特に罫線で囲った」中心的に紹介する
-提出レポートからの対応部分耐這7石ぞ１２テ行

〈。（なお，地の文は，本論における筆者の解説

文である。）

できるだけ多くのレポートを対比させたかった

のは山々だが，それはもとより不可能なので，中

心的に引例・紹介するレポートを一つに絞った。

これまでに提出された（その殆どが素晴らしい）

多くのレポートー'84年後学期かＢ86年後学期ま

での２ケ年半で232篇に上る－の中から，ただ

一つを選び出すのは，心苦'しい限りの至難の技で

あったが，止むを得ず一つに絞った。

ここに選んだ，中心的に紹介するレポートとは，

'85年後学期に（３クラスある内の(2)クラスから）

提出されたもので，いずれも地元沖縄県出身の小

学校教員養成課程・３年次・教育心理学専修（以

下，小・３．心・県内といった具合に略す）女子

３名による共同研究レポートである。教材・テー

マ・領域は－，段ポールの空き箱を主材料に用

いた好きなものの立体工作、－である。

このレポートを選んだ理由は，特にこれが優れ

ているからというわけではなく，長さが比較的短

い（収載可能）ということと，とりわけこのレポ

ートと発表会での発表が，その半年後に，同じク

ラスに所属していた一男子学生（このレポートを

添削校閲批評評価した学生の一人）の小学校教育

実習時における授業研究に役立ち，筆者もその研

究授業に大学側助言者と.して参観・列席したから

に他ならない。－つまり，このレポートは，そ

ういう意味で筆者にとって印象深いと共に，この

例を示すことによって，この魁私的教育実習欄と言わ

ば蝋公的磯なそれとの間の教師教育･教科教育課程構

造内の連関一即ち，大学における筆者のこの教

育指導訓練法が，現場に委託された､公的松教育

実習に対して有機的・実効的，準備的・波及的意

味と効果を発揮しうるものであるということ－

を,（紙数の関係で附随的にしか示せないが)不充

分ながら併せて示せるものと考えたからである。
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琉球大学教育学部紀要第３１集Ｉ

1．子ども探し・子ども集め Ｎ市立Ｗ小学校６年女子２名
■

（計６名）

次の諸課題を，個人（単独研究）または５

名以下のグループ（共同研究）で遂行しなさ

い。

第５)項は，「説明書」に最近追加したものであ

るため，本レポートではこの点に関する記述がな

い。（なお，以下で，若干，ここに提示した改訂

版「説明書」と過去に提出されたレポートの記述

との間に矛盾やかみ合わない所があるのは，全て

この「説明書」の改訂のためである。）

ところで，この、子ども探し・子ども集め．に

関しては，序言でも述べたように，論文Ⅱで中心

的主題として詳述したわけだが，ここでは，そこ

で言い漏らしたことを若干解説・補足しておきた

い｡

まず，最低５人という子どもの数の下限枠だが，

これは，学生たちがやがて教埴に立って相手をし

なければならぬ児童たちが，兄弟姉妹という家族

構成的集団の枠を越えた言わば社会構成的集団であ

るという特徴を念頭において，今日の平均的兄弟

姉妹数と，学生たちが探し集めるのに比較的困難

でない最少単位はどれ位かという点を突き合わせ

て設定した数値である。（共同研究の場合の学生

数上限枠も，これに対応させて，子どもたちが自

分たちの数よりも多い大人に取り囲まれるという

ことのないよう，また，学生たちが１対１および

１対１対応以上の局面を学べるようにと考えてセ

ットした数字である。）

’)と2)は,それ認』鈍域における子ども集団の
ごく自然な本来の有様であるからであり，従って

探し集めもし易く，また，学生たちをして多種多

様な（発達段階等の）子どもたちに触れさせたい

と考えたからに他ならない。

３)は，身近な集め易さの問題と同時に，観察・

「指導」・分折の際に必要な対象との一定の距離

や客観性保持の問題を言い表している。

４)の末尾で，この課題研究の狙いはむしろ①の

方にあると言っているのは，この､私的教育実習、

の大きな狙いの一つが，まさに学生たちが今日の

学校教育現場に入る前に体験しておいてほしいこ

と－即ち，学級規模の大集団の「教育・指導」

以前にまず個々一人一人の子どもを知り，彼らか

ら学ぶ（教える以前に教わるのだという）姿勢の

大切さを痛感させること－にあるからであり

１．５人以上の子どもを集めなさい。

1）同年齢，異年齢，男女,｢障害・健常」の別を

問わない（混合可）。

2）２名以下の幼児（就学前児童）が混じってい

てもよいが，３名以上は小学校児童であること。

3）肉親（弟妹）は混じっていてもよいが，人数

には数えない（親類の子ども－甥一姪等一

は数に数えてよい）。

4）①小集団（５～10人前後）と，②例えば小学

校の１学級規模の如き大集団（30人以上）とで

は，当然ながら，その「指導」と後述する「分

析」の態様がかなり異ってくる。

①では－より遊び的形態となろう。個個の
●●●●●

子どもがじっくり見れ，作品の分析も一つ一つ

丁寧に個別心理的にやれる。

②では－より授業的形態となろう。分析は
●●●●●

集団心理的・分類的になりがち。

どちらを選ぶかは，諸君の好み・狙いや意図

・テーマ・条件によるが，この課題研究の本来

の狙いは，むしろ①の方にある。

5）後述するレポートには，集めた子どもたちが

自分あるいはグループの誰とどういうつながり

にある子どもたちであるかということを明肥す

ること（例えば，家庭教師先の……，よく遊ん

であげる近所の……，遊んでやったことはない

が近所の……，親戚の……等々）。

6）児童の父兄らの鯨解を得るなどして，くれぐ

れも社会的誤解を受けることのないよう，また

くれぐれも事故のないよう注意すること。

｢ダンポールで作ろう」

学生..….Ｓ、Ｋ､，Ｃ、Ｋ､，Ｍ、Ｎ、

対象：Ｎ市立Ｔ小学校２年男子１名

〃〃〃４年女子１名

γ〃〃５年女子２名

－１９０－
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今一つは，今日の学校教育現場に入るととかく見

えにくくなる（否，見る機会が奪われがちとなる）

地域の子ども集団の（小さいが普遍的な）生きた

姿を，「授業」や「指導」や「成績評価を引きず

った教育」という形状ではなく，むしろ遊びとい
ありよう

う造形教育本来の最も自然ﾌﾟ:j:有様を通してしっか

りと見てもらいたいと考えたからである。

（5)は，まさにそういう地域子ども集団と，学生

たちが曰頃どのような関りを持っているのかを探

り測りたいからでありⅢいやむしろ，この条件づ

けを通して，そのようなことが教育学部学生には

必要な資質であることを知らせ，そうした関係を

より意識的積極的に形成させる－少くともそう

いう自覚と姿勢を目指して追求して行こうとする

傾向を育て促したいがために他ならない。

さて”この最初の課題（ステップ）を，学生た

ちがどのようにこなしているのか（或いはどのよ

うに困惑しているのか）に関しては，既に論文Ⅱ

で詳しく数量一分析的に報告紹介論述しているの

だが，ここでは，参考例として，一つの資料を提

示し，若干重複するが論文Ⅱで報じた数値を別の

角度から紹介することで解説を試みておきたい。

下に掲げた資料Ｉは１８４年後学期に(2)クラスか

ら提出された，小・３・数・県外の女子からの単

独研究レポートに添付されていたもので,研究のテ

ーマ・教材・領域は見ての通り－、主として水

彩絵具による物語「どんぎつね」を読んでの感想

画繍一である。

レポートの記述によれば，子どもたちはⅢ「家

庭教師先の妹」の他に，この「プリント……を配

ってⅢ対象者５人を集めた。（１人は４才の女の

子）」とのこと（それ以外の説明はない）。

さて）これは論文Ⅱで学生へのアンケート調査

の回答結果を引いて詳報したことだが，県外(本土）

出身の学生は，どうしても特殊な（有利な）地域

的条件を持つ地元沖縄県内出身の学生に比べて，

子どもを含めた（血縁はもとより）地縁共同体と
つ拡がり

の結合が弱く，鳳普段から子どもと付き合いｶｺﾞある

ので集め易く，またそういう子どもを集めること

のできる魁学生は約４割にすぎず（これが県内学

生だと６～７割に上る），しかもその帆つながり

．付き合い食の内実は，４～５割が「家庭教師先

の子ども」という言わば経済的事情（学費・住居

・生活費かせぎ）に迫られてのそれであり，より純

粋なとも言える「近所の子ども」とのそれ（約４

～４．５割）を上まわっていることである。

（因みに県内学生のこの内訳は，当然と言えば

当然，流石と言えば流石だが,｢近所の子ども」と

のつながり．付き合い（従ってそういう子どもを

集めた）が最も多く約５割で，次いで「親戚の子

ども」が約３割，「家庭数師先の子ども」はその

必要度が県外に比べて遥かに低いためか僅かに１

割にすぎないという結果である。（以上，それぞ

れの残数はその他の回答）。）

県外出身で沖縄の子どもとの何らのつながりも

ない約６割の学生は，従って，何らかのつながり

。付き合いを持つ他の学生（その多くは県内出身

学生）とグループを作って共同研究する場合が多

いわけだが，資料Ｉのこの学生は，県外出身学生

の４～５割を代表するかのように「家庭教師先の

子ども」とのつながり。付き合いがあり（従って

単独でも研究ができ），その子どもの妹Ａと，し

かし恐らくば（記述がないので以下は推測にすぎ

ないが）それでは足りないために，このようなビラを

作って，Ａの周辺の子どもか，または自分の居住地周

資料Ｉ子ども探し・子ども集めの－形態

一チラシを配って一

方埒乞し．
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や「実験」的賦行を排除するものでは決してな

い。）

②教材観……（その子どもたちに対する）そ
●● ●

の教材とテーマの意義と意味が明らかに把握さ
●

れてし､るか？－つまり，何故その教材とテー
●●

マをその子どもたちに与えるのか？その教材
●● ●●

とテーマがその子どもたちにどんな意味と価値
●●

をもたらすのか？その教材とテーマによって
●●

その子どもたちに何を発見させたいのか？そ
●● ●

の子どもたちの何を引き出すのか？引き出せる
●

のか？或いは引き出したいのか？……といった

賭点。

4）君たち自身も，その教材・テーマを実地体験

研究するわけだが，これには，時間的に分けて，

原則として全員が行なわなければならない一般
●●●●●●●

的常職的な①「事前」（子どもたちに与える

前）の他に，②「事中」（子どもたちと一緒に

共時・同時体験する）と，③「事後」－の二

つも考えられる。

そのそれぞれに以下のような（どんなものに

もある賭刃の剣としての）利点と問題点がある。

各人留意して研究・解決すること。（共同研究

の場合，①～③を分担してやってもよい。但し

その堰合，②と③を行なう者は各１名ずつのみ

とし，その者は他のケースを免除する－つま

り，③をやった者は，①②は（勿瞼やって一向

に樹わないし，それが望ましいわけだが）課題

としてはやらなくてもよい。先に①は「原則と
●●●

して全員が･･･…」と言ったのは，この場合の例
●●●●

外が含まれているからである。.）

①一利点は誰にでもわかるが，問題はその

裏返しとしての以下のような問題点である。

－日）無意職のうちに自己の体験や教材観

を唯一絶対化してしまい（頭と心と身体を堅く

固めてしまい），かつそれを疑わずに安心・安

住して予想外の事態の出現や展開への柔軟な対

応力を奪われ，結果的に子どもたちを自分の体

験や教材観に無理矢理合わせよう，従わせよう

とする（或いは全く逆に混乱してそれを忘却・

放榔してしまう）「危険」がある。

－ｂ）特に，自分の作品を子どもたちに

「参考例（見本）」として見せる場合，それ

が子どもたちの意識や無意職に「模範例（手

辺の子どもに呼びかけ，探し集めたものと思われる。

この課題研究を突きつけられて，条件のない，

或いはそういう資質を形成されることなくこれま

で教育されてきた学生は，初めはこの第１節を見

て大いに困惑し途方に暮れるようだが，このよう

にして活路を切り拓く道や方途はいくらでもある

のであり，今日まで，この最初のステップがどう

しても達成できなかったという学生は殆ど居ない

のである。

2．教材・テーマの選定と研究

２．集めた子どもたちの発達段階やレディネ

スを充分に考慮して，その子どもたちにさ

せたいある造形活動（教材とテーマ）を選

定し，まず自分たちもその同じ教材とテー

マで作品を制作し（同じ造形活動を試み）

てみるなどして，選定した教材とテーマを

充分に吟味検討研究しなさい。

1）教材とテーマという言い方には，所鯛造形活

動のための素材とモティーフ以外に，君たち自

身の研究のテーマ（例えば，子どもは空をどう

いう風に描くのか鯛くるといった）の意味も含

んでいる。

2）教材・テーマは，識蕊及び「学習指導要領」

。「指導書」・各社の教科書・美術教育醤や雑

藤，教科専門科目（小専美術）での教材実技体

験，先人たちの実践（特に先輩たちの提出レポ

ート－これは後日期間を定めて教育５３６＝小

林研究室前にて閲覧に供す）等をよく参照し，

踏まえ，その中から選んでもよいし，自分で新

たに創作・考案・開発・エ夫してもよい。（そ

の際，出典や境目－どこまでが雄からのヒン
アイヂア

トで，どこからが自分の創意力､－は，発表や

レポートの中で明らかに示すこと。これは、お

よそ研究と名のつくことをする者の般低限のモ

ラル・常識である。）

3）教材・テーマは，下記の二条件（①，②）を

充分科学的に照合，吟味して検討・選択・改良

・創案エ夫すること。

①子どもたちの発達段階・レディネス，性差，

興味関心，「遊び心」……に適っているか？

（但し，理瞼的予見や科学的仮股に基く｢冒険」

-192-



小林：子供の中へノー学生に対児舐実践を課す｢Ｎ工科教材研究｣の指導(２）

本）」として受けとめられ，結果として子ども

のイメージの多様な広がり，様々な可塑性・可

能性・個性・独創性……といったものの芽をつ

みとり，それらを狭く限定してしまう（例えば

子どもがそれを「真似」て，皆同じような作品

になってしまう）「危険」がある。（但し，そ

れが子どもたちへの良き「ヒント」となり，そ

れによって子どもたちが啓発刺激されて，むし

ろ新たに豊かにイメージを広げることにつなが

る場合や，またそういうタイプの子どもある。

しかしそのような､良きヒントとしての参考例、

とは一体どのようなものかは，ケースによって

も違うし，子どもによっても違い，極めて難し

い問題がある。）

②一利点は，子どもの立場や心性により近

く立てること（ある種の一体感）。問題点は，
●●●●●●●

①－ｂ）とほぼ同じ「危険」や，同時に観察・

「指導」することが難しいことなどがある。

③一宮うまでもなく，実践の渦中での効力

は持たないが，子どもの立場や心性になり変っ

て追体験でき，またそれに対する自己の｢指導」
ありさま

の有様も強く目1こ浮力､び，「そうか，子どもた

ちはこんな所につまずいたんだなあ……」とい

った意外な発見や強い実感が得られ，自己の実

践の股も強烈で総合的・包括的・意識的な反翻

・反省・検匪確麗の契機となる。①～③の中で

実はこれが最も重要な教材研究の機会なのだが，

これは当然ながら，次の実践のための質的に高

められた①へとつながって行く。

(5)この教材・テーマの選定と研究が，この課題

研究全体の成否を分かつ最大の分かれ目となる

ので，充分な時間と努力を傾注して取り組むこ

と。単なる思いつき程度や，大人の安易な観念

的発想で子どもに合わないものを選ぶと大失敗

することは，過去の先輩たちの提出レポートに

も沢山の例があるのでよく見ておくように。

研究テーマも持たずに，ただ材料（それもザ

ラ紙と鉛筆とか！）を子どもに持ってこさせて，

適当なものでも描かせてりやそれで済むのだな

どと安易に考えてやった者は－以前に何人か

居たが－確実に「不可」になっている。

先輩たちから聞いて知っているように，この

課題研究があるこの図エ科教材研究は，安易に

考えて－度落とすと，次にクリアするのが段々

難しくなる科目である。きちんとやれば初回で

ほぼ砿実に全貝が優をとれる科目でもあるのだ

から，ここで心して手を抜かないことである。

1．目的く子供運に何を発見させたいか＞

現代は物質文化と呼ばれるほど，物が豊

かにある時代で，私達の回りには既製品が氾

濫している。そのため子供連はものを自分

で工夫して何かを作りだす経験があまりなく，

何でもできあがったものを与えられている。

例えば学校で使われる教材においても，お面

の顔の土台がすでに作られていたり，紙細工

の色紙があらかじめ用意されているなど，材

料そのものがセットになっている場合が増え

てきている。

そこで今回は，身近なものを工夫して何か

を作り出すという喜びを子供達に味わわせる

とともに，日頃気にもとめていないような物

でも，使い方によってはいろいろなものが

作れるのだということに気付かせることを目

的とする。また，それと同時に，作成過程で

子供達がどのような工夫をするのかも観てい

きたい。

2．教材について

（１）題材設定の理由く何故その教材を子供達

に施すのか＞

まず題材を設定する前に，子供達にレディ

ネス調査を行った。その結果，板を使った工

作が好きだと言った子が６人中４人いたので

題材を板のようなものを使った工作にしぼっ

た。そこで，それにそった指導例を探してみ
ママ

たところ，「図科工作科授業改造入門」（19

82，石原英雄編）という文献に第1学年の教
ママ

材として、ダンパーノレあそび．が載っていた。

それによると，この題材の目標は，大きなダ

ンポール箱を利用して、全身を使って遊ぶも

の口を作るとなっていた。

しかし，、全身を使って遊ぶもの、という

のは，小学校高学年の子にとっては興味をも
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ちにくいのではないかと思ったので，．遊ぶ

もの、と限定しないでワクを広げて、ダンポ

ールで何かをつくろう砥という題材にした。

くレディネス翻査の結果＞

題材を決定する前に調査用紙を用いて２問

だけ尋ねた。その結果を示す。

①あなたは図画工作が好きですか。

。好き………………………･………･･…４名

・嫌い…･………………………･…･……１名

。好きなときも嫌いなときもある。…1名

②あなたは図画工作のなかで一番なにが好

きですか。

゜木（板）を使ったもの･……･…･……４名

・図画……,……･……………･…………２名

ロユヘブャ~⑥

の｣計のｌｐＩｎｌと禿ろタ

Ｐ鑑考尤 ７１挫会』色

Ⅲ~二元

'２）教材観く教材は子供達に適しているか＞

子供達は板を使った工作がしたいといって

いたが，工作のできるような板は手に入りに

くいし，切ったりつないだりすることが小学

生（特に今回は低学年の子もいるので）には

難しいと思われた。

その点ダンボールは，ある程度強度があり

しかも切ったり穴をあけたりつないだりの造

作が，小学生にも楽に出来る。しかも，子供

達の身近にあって簡単に手に入るなど，目的

にもそっているので，これをとりあげた。

実施前に作品

①文字や絵を雁

②セロ

Iliiiilli鐸､!;1i1miIHMIl1i11i1

4．実施者の実体験について

実施者の実体験は，実施前・中・後いずれ

の場合においても一長一短があるので，私達

のグループでは，三人がそれぞれ前・中・後

ひとりずつ分かれて行うことにした。

（１）実施前の作成

私は家をつくったが，ダンポールをスベス

ベな面と表面をはがしたギザギザな面という
ママ

風に，２面的にとらえたのでⅢ以外と屋根の

雰囲気などが出せたように思う。しかし，子

供達がギザギザな面を利用しなかった場合，

ダンポールだけでものを作るというのは，茶

色一色でもあるし１作品が単調になるのでは

６試１丁錯誤の状態であるロ

、様に｣百1時製作は－時間や
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科・場所などの面で

ではあるが，子供達

まりよくないような

子供達が自分の真

いう心配もあったが

を作った頃から自分

で，皆それぞれ個性

ていた。

（３）実麓後の作成

｛よ子供達と一緒なので楽

の立場から考えると，あ

気がする。

似をするのではないかと

，子供達がある程度作品

の作品にとりかかつたの

のある作品ができあがっ

課題の各点にわたって，（細かいことは省略す

るが総評として）よく考察・研究・工夫や配慰が

成されていると思う。

レディネス調査（というより極めて簡単な好き

嫌いの調査だが）に基いて，それに合わせた教材

・テーマ・領域を文献の中に探り，しかもそれら

をそのままの形ではなく，異年齢集団のまちまち

な発達段階に合わせて改変・工夫している。

しかも，３人が手分けして，それぞれ前・中・

後（①．②．③）と教材・テーマの実地体験を

分担し，それぞれの時における貴重な特徴:P教訓

・アイディア等に気付き，またそれを引き出して

いる。

しかしここで最も興味深い特筆すべきことは，

何と言っても学生たちの作品が，前・中(①．②）

と後（③）で大きく変化していることである－

言うならば①・②は完全に大人の発想・感覚・技

術で作っているのに対し，③は明らかに子どもの

造形に学び教えられて，子どもの発想・感覚・技

術で教材とテーマ（素材とモティーフ）を把え直

しているのである。
おもて解み

例えば，①では，段ボーノレの表紙をはがして中

層の波形構造に着目し，それを造形（というより

は装飾）的要素として生かすというそれ自体は良

い素材洞察・着眼・着想をしているわけだが，し
ソフィスティケート

かし何と言ってもそれＩま大人の極度に洗練化させ

られた繊細な「視覚的」・知的･技術的，かつ一種

、装飾工芸的画発想と小手先の感覚なのであり，

実際の子どもの造形というものは，そんな小器用

さ・小綺麗さを帆吹き飛ばした．もっと、荒々し

い心，もつとい身体的.。「触覚的」で，言わばよ

り、純粋造形的砥な素材受容と感覚に立脚したも

のなのであると言える。

その`他，学生たちの①と②が無生物,（静止した

物体や空間）で極めて静的・観照的であるのに対

し，子どもたちの作品（後褐する）とそれを通過

した学生の③は，生き物が多く，たとえ無生物（ロ

ボットや列車）や静止した空間（家）であっても

遇かに躍動的で生命的であるといった違いが見ら

れる。

大人と子どもの造形の発想や感覚が異なること

を論述するのが本稿の目的ではないのでこの点に

関するこれ以上の検討考察はやめるが，重要なと

灘 liliIillllililiillljil1liiiiliii蕊蕊霧1'1ｉｉｉ

鑓

灘
ダンポールで作ろうというテーマを決めた

時点では，迷路の様なものを作ろうと思って

いたが，子供達の作品を見ていると，ダンポ

ールを箱としてかわいらしく使っていたので，

自分もかわいい風ピンクのぞうさん．を作ろ

うという気持ちになった。

私は今まで，ダンポールを切るとか組み合

わせるなどの作業をしたことがなかったが，

子供達の作業を観察することで，ダンポール

は軽くカッターでキズをつけてから折り曲げ

ると簡単に折れることや，のりを使わないで

付け合わせる方法を知った。そのおかげで，

作業は簡単にこなすことができた。子供達は

私にとって，この道では教師だった。
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とは，この課題研究によって，学生たちがこの童学会口頭発表時にも，この３点の学生作品の写
大な相違点に自らの体験をもって気付いたという真をスライドにして映写し，上述したことの要点
点である。を簡単に述べたわけだが，発表の後で三重大学の
この相違一大人と子どものものの見方．感じ濱本昌宏氏より「あの三つの作品が，一人の学生

方とその表現の仕方には違いがあり，しかもそれの変化であったなら，もっと良かった」旨の御批
らは，まず第一義的には互いにそうある（そうで評を個人的に頂いた。その点に関しては筆者も全
しかない）ものとして無条件に受けとめられ理解く同感なのである。ただ，学生たちの－それで

され尊重されるべき対等平等の絶対的価値関係になくても他の「教科」教育の学習研究時間配分に
あるのだということ－は，この教科（子どもの支障を及ぼすとの学部内他教科教育担当教官から・

教育全体，就中，美的・芸術的教育をこのようにのそれとない批判を受けている－負担の過重を
教科の教育と把えることに筆者は根本的に反対し考え，原則として①だけでよく，またグループ内
ているわけだが，ここでは便宜上こう表現しておでどれか一つを分担すれば他は免除する－とし
<）の最大の特徴であり，従ってその教育と「指たわけである。

導」と結果の「評価」（特に作品の鑑賞）の最も従って，一人でも多くの学生が③を体験してこ
難しい所であり，また，学生が最も理解していなの点に気付き教訓化すれば，後はグループ内で,或
い（識らされていない）点なのである。いは発表会で，そしてレポートの添削………や閲

この点がわかれば，この図工科教材研究の目標魔によって，他の学生たちやグループにも間接的
は半ば達成されたも同然であり，それを講義(頭）にその体験と教訓が伝達されることで良しとしな
を通しての単なる知識としてばかりでなく，それければならない現状にあると言えよう。

と併せて身体（体験）を通しても実感させようと本節の最後に，学生たちが過去に提出された先
いうのが，この「課題研究」対児童実践、私的教輩たちの実践レポートを参照・閲覧（「鋭明谷」
育実習心の狙いなのである。－この学生たちの２．２）参照）している様子を撮った写真（１）を
場合，この目標は,まず確実に痩得・達成された参考資料に掲げて本節を終りたい。
と言えよう。

写真Ｉ過去の提出レポートを参照・閲覧する学生たち

1lllW1

職 i鵠iＬ

3．対児童実践

3．選定・研究した教材とテーマをもって，

集めた子どもたちに造形活動をさせ，その

過程と結果を記録しなさい。

1）紀録の一つとして，プリント用カラー写真で
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例えば海辺の砂の城……とかの－場合は，

上述したヴィデオやスライドによる発表に代え

てよい。

（スライドは，スライド用＝リヴァーサルフ

ィルムを詰めたもう－台のカメラを使って撮影

しなくても，現像店を通して東京・東洋現像所

に処理を頼めば，同じプリント用フィルムから

10日位で焼付けと同時にスライドも作られてく

る「同時ラッシュ」というより簡単で安価な方

法でも作れる。）

過程と結果（自分の作品と子どもたちの作品）

を必ず擬影すること。（自分の作品の写真を忘

れないように１－過去にこれが無かったため

に，「不可」にされたケースがある。）

2）写真は，ピントと躍出が適正であること。(自

己の実践や研究の内容・結果（成果）を正しく

明瞭に人に伝えるこうした記録・伝達技術も，

レポート評価の窟要なポイントであり，また何

よりも，協力してくれた子どもたちとその創造

物（作品）に対する基本的な礼儀の問題でもあ

る。）

3）作品の写真（特に絵画の場合）は，印画紙一

杯に大写しにすること。できればコピースタン

ドにカメラを固定して接写レンズで掘影してほ

しい。その意味でも，また子どもにより合致し

た造形活動・表現という意味でも，作品（特に

絵画の増合）は，なるべく大きい方が良い｡(勿

論，教材・テーマによっては小さい方が適して

いる増合もあるから一般化しては言えないが…

…。）

また，子どもに作品を持たせての妃念撮影風

の写真がよくあるが－その写真だけだと作品

が小さくなってしまってよくわからないので，

必ず作品だけを単独に大写しにした写真を撮影

するように。

4）写真は必ず必要だが，これに加えて，ＶＴＲ

で記録（掘影・録画）してもよい。β，ＶＨＳ

の別を問わないが，３０分程度に編簗してもらい

たい。提出物（レポート・添付資料等）は一切

返却しない原則だが，このヴィデオテープの場

合はダビングして返却する。

ヴィデオは，反省・検討や発表の際にその威

力や効力を存分に発揮する極めて役に立つ有能

で雄弁な記録・伝達メディアである。これから

の時代には必要不可欠なものとなろう。この機

会に是非とも挑戦してほしい。

5）後述する「発表」の時には，自作ならびに子

どもたちの作品は写真ではなく現物を提示する

わけだが，作品をどうしても子どもたちに返却

せねばならぬ止むを得ぬ事情がある場合や，作

品が発表会場(教育２０１＝視聴覚教室)に持ち込

めぬ－例えば余りに巨大・過重であるとか，

環境的あるいは時間が経つと消えてしまう……

3．方法

（１）材料

ダンボール（車の荷台に三台分），画用紙

模造紙，セロハン，ひも
ママ

☆画用紙，その他については，Ｐのの鯛実

施前の作成感の欄を参照

１２）用具

カッター，ハサミ，のり，セロテープ，ガ

ムテープ，絵の具（ギターペイント12色）

クレヨン（サクラ），マジック，筆，はけ

蕊;；
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臺薑菫

過程と結果の記録は，次に収録する５．と６．の章

にまとめて詳述されているため，ここにはごく簡

単な事実経過のみしか書かれていない。（なお，

レポートの元々の章順は，３．と５．の間に，当然な

から’先に収録した４．が入っていたわけだが，本

稿で書き改めたこの新しい「課題研究脱明書」の

分節に合わせて，このように順序を入れ変えて収

録した。）

さて，添付写真と「(3)手順」の記述に見られる

ように，この実践は，大学の教室に子どもを集め

て（運び込んで）行なわれている。それが原因の

大きな一つであると思うが，最初の写真（前頁）

を見る限り，子どもたちの表情が緊張のためかや

や硬いようである。

無論，実践の場所に関しては，「説明瞥」にも

何らの規定はなく，何かと便利であろう大学の教

室を利用することまで禁じてはいないわけだが，

筆者のこの課題研究の狙いや意図・本意に照らし

合わせると，これは実は，あまり望ましくない場

所の一つなのである。

論文Ⅱの結語で筆者は，子どもの集め方やその

本意について次のように記している。
マスメアイア

「･…･･が，言わば間接的な大衆（大量）伝達媒

体を通して，広域に散在している不特定の見知ら

ぬ断片としての子どもたちを，そのそれぞれの生活
●●

環境や地域共同体や風土（自然地理的・人文地理

的・歴史地理的空間）から切り離して言わば「実

験室」に集めるのに対して，筆者の方式は，直接的
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ゲマイソシヤプ卜Ｄ

な人間関係による伝達を通して狭小な蝋|’i共同ローカル・コミュニティ

体（郷土）社会}こ密集して存在している塊として

の子どもたちを，むしろその生活や遊びの場から

切り離さずにその慨只中において集める過一即ち，

学生たち力むしろその関係の網の目の中に入って新た

な関係の網の目を作る,いやⅢ網の目の-つと化す－

ことに本意があるのである」－と（ppL68～69)。

この記述と，先の「説明書｣1.1)～５)への解説を

突き合わせれば，筆者が望んでいる実践の場所は

自ずと明瞭であろう。実際，このグループのよう

に「言わば『実験室」」としての大学の教室に，

子どもたちを（その本来の自然な居場所から切り

離して）連れてきて（運び込んで）対児童実践を

行なう学生たちも多いわけだが，しかしその殆ど

は，学生と子どもたちが自然な形で出会い，知り

会い，結びついている日常的な生活の只中で行な

われているのである。

他に，対象児童が付属小学校の児童である場合

にはその－画（教室や中庭）をお借りして，或い

はまた，知り合いの小学校教諭や学童保育所の指

導員等にツテがある場合には，そこの児童と場所

をお借りして－というケースもある。こればど

も一応は－特に児童にとっては－自然な日常

的生活の場所と言えるが，まま，学生のアルバイ

ト先の「塾」で，というケースがあり，どうもこ

の場合の実践は，やはりどこかうまく行かない場合

が多いようである。やはり実践の場所の自然さの

問題は重要な問題で，そこに学生たちの日頃から
ありよう

の子どもたちとのつなｶｺﾞりの有様か象徴されているわ

けだが，とにかくどんな形にせよ，まず子どもを

探し集めさせることにこの方式の第一義的目標を

置いているために，実践の場所に関しては現在の

ところ一切不問に付しているのが現状である。

さて，レポートの記述によれば，この実践は，

まず子どもたちの眼前に素材（「材料」）とそれ

に新しい生命を吹き込ませる様々な道具(｢用具｣）

を山積みして，最初に簡単な、指示隅（教材とテ

ーマ・造形活動の内容と目標の説明）を行なった

「あとは子供の自由にまかせた」ようである。

－との課題研究の場合，それで良いわけであ

る。それが可能であるならば。いやもっと積極的

に，そうさせた（子どもの自由にまかせた）学生

の取り組みの姿勢・態度や，それを可能にさせた

（子どもの自発的で旺盛な造形活動とそれへの意

欲と関心を引き出させた）学生の教材・テーマ選

定とその「指導」のあり方・仕方（、指導なき指

導側）を筆者は高く評価するのである。

それがこの「教科」の－従って「指導」の在

り方の－－最大の第一義的特徴であると筆者は考

えているし，また何よりも先述したように（1.

4)への解説で），この「教科」のこの第一義的特

徴を学生の身体的感:覚（実践）を通して体験・体

感させることが，この「課題研究」＝対児童実践

、私的教育実習隅の最大の狙いの一つでもあるか

らである。

問題は「指導」の必要もない造形活動を如何に

子どもたちにさせるか……なのである。

そのためには，無論，子どもたちの資質や発達

段階・レディネスと，それに合致した教材・テー

マの選定や研究の他に，前述した実践の場所（の

雰囲気）や，「指導」する学生の側の資質（子ど

もたちを緊張させない）や，学生と子どもたちと

の親密さの度合やその関係の在り方も問題となっ

てくるわけである。

この様な条件が基本的に整っていれば，一般的

には，子どもはどんどん造形活動を展開するもの

だし，困難にぶつかっても，それを目分の工夫で

解決し乗り越えられる力を持っているのである。

その力の普遍的な存在をまず第一に信じ，確認し，

そしてそのことに感動することが，この課題研究

において大切なことなのである。

子どもたちの自由に任せれば（られれば），学

生たちは，彼らの造形活動を虚心に観察でき，自

分たちが思いも寄らなかった見方．感じ方・考え

方・工夫の仕方を子どもたちの中に発見し，学び

教えられることに専念できる。

勿論，学生たちがぶつかる子どもの資質の中に

は，稀に，どうしても造形活動ができない子・図

画工作（厳密に言えば学校教育「教科」として

の図画工作科）が死ぬほど嫌いな子・極端に貧し
●

い表現しかできない子というのがいる。これは，

集めた子どもの中に必ず一人か二人どんな学生た

ちもが見出す所謂蝋なかなか始めることのできな

い子、、遅い子迪とは違う。

後者の場合，「指導」という問題は殆ど重要で

はない。つまり，学校と違ってこの課題研究の場
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学生たちに体験として突きつけ，成功した場合に

はその喜びと自信と現場での一層の検証・理論化

・方法化を，失敗した場合には自己の無力さと不

勉強への深い痛みを伴った自覚と憤りと今後への

街起のための課題とを，その二つながらに意図し

ているものだからである。

合は，基本的にはただ焦らなければよい，じっく

りと子どものペースに沿って待てばよいからであ

る。そうした「指導者」の，時と子ども自身とい

う最大の問題解決者・治癒者に委ねる、指導なき

指導、が，子どもの緊張を解きほぐし，リラック

スさせ，解放された雰囲気と安心感の中で彼らを

集中させて行く。股初の写真を見ると，２年生の

男児は，この年齢段階とこの性．この教材とテー

マにありがちな通り，説明を聞き終えるのももど

かしく，素材の山に飛び込んでその一つを手にし，

{よや集中的な造形思考の中に没入しているが，向

かって左側の三人の女子は，やはりこの年齢段階

とこの性にありがちな通り，壁際に立って手も足

も顔も強張らせ，身体全体に表情がなく，文字通

り気後れや緊張や恥ずかしさで手も足も出ないと

いった体で「壁の花」然と棒のように立疎んでい

る。その右の二人の女子は，丁度，両者の中間の

心的状態と身振りを示し，手と足を少し出しなが

ら，やや気恥ずかしそうに表情を和げている。そ

ういう点でこの写真は大変面白く，かつ象徴的でも

ある。しかし，その次の四枚組みの写真を見てもわか

る通り，「自由にまかせ」られたこの子どもたちは，

結局は全員が遅かれ早かれ，自己の独自の造形世

界（活動と思考）の中に集中・没入し，出会った

問題と困難を自ら解決・克服しているわけである。

しかし，前者の児童の場合には，学生たちは極

度に困惑し煩悶する。どのように「指導」したら

よいのか，すべきなのか，どのような「指導」が

可能なのか－いや，そもそも「指導」なるもの

が－体如何なる意味を持つのか，そもそも可能な

のか……と。色々と言葉をかけてみたり，一緒に

作ろうと誘ったり手伝ったり，何とか思考と活動

の糸口を見出そう，引き出そうとする。それが効

を奏して，子どもが何とか作品を完成させ，その

子どもの静かな喜びの表情を見て学生たちは感動

する。しかし，手も足も出ず，或いはやることな

すこと全部駄目という完敗の例もある。

筆者としては,学生たち力漕その努力が報われて成功

してほしいと思う反面，失敗してほしい－いや、変

にうまくいってほしくない蝋という矛盾した気持ちを

抱いている。それ｣よ，この課題研究が，この「教科」

における「指導」という周知の難問（よく知られてい

る通り永い論争が未だに決着を見ずに続いている）を

4．実践の分析と検討と反省

4．実践の過程と結果を，選定した教材・テ

ーマの意義や目的，自己の当初の意図や願

望に照らして分折・検討・反省し－教材

・テーマの選定や研究は適当であったか？，

蟻:瀞欝騨誓
等々－その自己分析や自己検討，自己反

省と自已診断，自己批判や自己評価，感想

・印象，成果と問題点，感動や驚きや発見

……等々を整理してまとめなさい。

1）子どもたちの感想は必ず鯛査すること。（質

問紙法，感想文，聞き取り……等，方法や形式

は自由だが，子どもたちの實鱈表現の諸特徴や

能力を充分留意して行なうように。）

2）まず，一つ一つの作品を，心を研ぎ澄まして

深く豊かに味わうこと。どんな作品にもある美

しさや特質・個性を発見し感動することである。

作品に盛り込まれた子どもの感情や齢え，生活，

子どもの抱えている諸現実をまつすぐに受けと

め，深く堀り下げて，表現形式や内容と合せて

分折すること。

作品の分析は，購義で例示したように，①美

的・造形的，②心理的・家庭環境的一の二面

からのアプローチが主となろうが，②の場合で

あまりに機械的な解釈や，「魔るに落ちる」タ

イプの心理学の教科書の事例のような，とって

つけたようなこじつけ的解釈に陥いらぬよう

……あくまで子どもの事実，作品の事実を正碗

に虚心にとらえ見つめるように。

5．検討・反省

(1)指導方法は妥当であったか。

－２００－
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ダンポールを手あたり次第に集めてしまっ

たので，似た様な種類のものばかりになって

しまった。しかし，それがかえって子供達の

工夫を引き出す結果となったようなので，よ

かったと思う。

また，朝10時に集合して，子供達に十分な

時間を与えて作らせたつもりだったが，最後

の方になると，高学年の子は疲れがみえはじ

め，低学年の子は既に完成していたので，時

間をもてあましていた。もう少し時間配分を

考慮する必要があったと思う。

！

（２）教材の選定は適当であったか。

ダンポールを箱としてだけでなく，板とし

てとらえた子もいて，それぞれみな工夫がみ

られたので，よかったのではないだろうか。

さらに，材料の中にセロハンが含まれてい

たが，これはよく考えてみると，身近なもの

としては不適当のような気がし，これを用い

なかったら，その分他の工夫がみられたかも

しれないと反省している。

川
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「
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ひ
。
付
、
》
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（３）子供達の反応や様子

ダンポールで作ることを前もって言ってあ

ったので，ダンポールをみるなり，自分の作

品をつくるのに適したダンボールを夢中にな

って集め出した。
弓Ｐ守

考えﾌﾟ:j:がらゆっくりと作る子や，わき目を

ふらず一生懸命作る子など，さまざまであっ

たが，全体としてなごやかな雰囲気であった。

だが，先にも述べたように，最後の方では

疲れがみられた子もいたが，全員完成したあ

とでは，「機会があればもう一度やりたい」

と言ってくれた。

秤、１冊

忌葬はひ

、っ７=Ｉノゴ、

羽してＥ

左:胸０のⅢ､》脇

で゛面’

6．作品について

Ｎｕｌ……Ｍ・Ｎ．（小２．男）

く行動観察と結果＞

最初からとても乗り気で,部屋に入った瞬

間から自分の作品の材料になるものを探し始

めた。目や胸に用いているカップは，集めて

-201-
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また，時間が余ったので，汽車や刀まで作っ

たり，作成意欲が旺盛である。

牌
印

；動ﾂﾞ2>雪う蝉に白かりｕ芒､うl＝t(幼
きIjﾐ`－－－－…一…－
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Ｎｕ２……Ｍ、Ｙ・（小６．女）
鱈．褐

＜行動観察と結果＞

作り始めるまでに時間かiかかったqkI20分）○

作業にとりかかり始めるとダイナミックにカ

ッターを使った。家の中には画用紙を貼りつ

めて，家財道具を絵で書き，窓にはセロハン

を用いた。屋根を何色にしたらいいのかは，

窓の外の風景を参考にしており，オレンジ色

に決めた。屋根の色を塗り始めてから作業に
ママ

飽きてきたらしく，外壁はダンポーノl/の色の

ままで終わってしまった。

＜評価＞

・エレル示缶．埒しI乏冤Ｚ－迄÷.②で悲圃qlcH

-Ti〉．、冠Ｃｕや、Ｚいる.射ち口.ＵＷＰし<砥､Ｚ＿

.…扉しＣｕし作品軽Tb（酢ＤＺＬｌｍ．…－．－－－

-9-乙勺蕊ＵＦｏ－ｎ－惑口やし１回い｣し

NOL３……Ｈ、Ｎ、（小５．女）

く行動観察と結果＞

最初，－番大きなダンポールを使って家を

作ろうとしたが，大きすぎて手にあまり，予

-202-
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定変更して⑪かめ、を作った。ダンボールに

書かれている文字が気になる，といって画用
紙を貼った。時間内には，手足をガムテープ

でとめただけだったが，どうしても手足が動

くようにしたい，といってさらに後日，糸ぐ

るまやゴムを使用して，ゴロゴロ進むかめを

完成させた。

とがない，と聞いていたが，

しっかりと完成させたので，

と思う。

今回は最後まで

とても頑張った

、

二二芸;デ 一
一
一
ｍ轍

～

u0－フミ弓

￣

型： 一一一

、

、人式ｙ､､｡

。＄$仁7

56巴ニゴ「 、『０－

＝

ずjｊＪＩ ～
～

く評価＞

箱に画用紙を貼る時，直接紙にのりをつけ

るのではなく，のりが均一になるように一旦
守－

紙をティ･ｿシュ（水を温めらしたもの）で湿
ママ

らしてからのりをぬるという方法をとったの

で感心した。手足は箱を利用しているが，頭

は三角すいになるよう画用紙を筒状にしてい

たところがおもしろく，工夫されていると思

う。さらに，時間内には手足を接着している

だけであったが，後日糸ぐるまやゴムをつけ

かめがゴロゴロ進んだり，手足が内側にひっ

こむような仕組みを自分で考えだしたので，

独創的な発想だと感じた。

この子は，普段授業などの場合には作業が

遅く，時間内に終らずに作品を完成させたこ

IVu4……Ｍ・Ｎ．（小４．女）

く行動観察と結果＞

ダンボールを箱としてだけでなく板(平面）

として使っていた。机やイスを作る際，切る

前に設計図（展開図）を書いてはじめた。日

用品としての道具や人形をひとつひとつ作っ

て家の中に入れた。

＜評価＞

行動観察の欄で述べたように家の本体はダ

ンボールを箱として使っていたが，中の家具

などは設計図（展開図）を響くという工夫が

みられてよかった。また，写真にあるように

普通の二階だてのように，箱を２段に重ねる

－２０３－
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がとても個性があって良いと思う。

さらに，部屋を明るくするため，各所に窓

やドアをとりつけたり，窓にはベランダを設

置したり，自分をモデルにした人形を作った

りするなど，他のどの子よりも細かい所まで

配置がなされていてすばらしかった。

弘二1主調うち通ｲに11ざしＥｄほ/iﾃ2-5二F
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Ｎｕ５……Ａ、０．（小６．女）

く行動観察と結果＞

ダンポールを箱としてとらえ，それを組み

合わせて作った一番大きな作品である。

手を作る際，手ごろの箱がなかったので画

用紙を使用した。また，足の方は本体がバラ

ンスよく立つために一生懸命に考えながら作

っていた。

＜評価＞

この子の作品で特に工夫がみられたのは，

大きな箱であるにもかかわらず，うまくバラ

ンスをとって立たせているところである。①

の２年生の作品では，足が平たいためにかか

えていないといけなかったが，さすがに６年

生ともなると，足を補強するために，他のダ

ンポールをうまく利用しているので良いと思

った。

また，適当な箱がなかったために，手は画

用紙を利用して作っており，しかもしぼりを

入れて手首をつくるなど，限られた条件の中

臼■臆

－２０４－
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で材料を有効に生かしていたので大変良かっ

たと思う。

エ「Ｉ珊刀ヨプトＺ

可IHlズ

の一子の作品の個勉
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NDL６……Ｎ，Ｙ，（小５．女）

＜行動観察と結果＞

一個の箱を基本にして，表面に接着面が見

えないように，すべてはめこみ式で完成させ

た。また，画用紙をくるくるまるめて足を作

った。よくみると，長さを上から順々に短か

くしていた。

＜評価＞

この部分は，本レポートの最後を飾り，またこ

の課題研究の成果・効果を最もよく示す部分でも
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性的で素晴らしい１１そしてそれを引き出し得た

学生たちもまた同様に素晴らしいのである。この

よ．うな報告に毎学期，数多く接することができる

のは，この課題研究を課している筆者の大きな喜

びなのである。

ある。筆者の改めての解説や評価が不必要なほど，

記されている事実そのものがそれを雄弁に証明し

ている。実際，学生たちの多くは，この課題を，

初めはともかく結果としてはこのように，見事に

立派に達成するのである。

特に，この，作品の鑑賞・分折に関しては，あ

れほど「子どもの絵の見方がわからない」と言っ

ていた学生たちが，これほどまでに，その素晴ら

しい美点や感動を引き出すことにいつもながら筆

者は驚く。これは，単に「やればできるのだ」と

いうことではなく，やはり自分の生身の実践を通

して実際に真剣に関った－つまり「飼いならし

た」（サン＝テグジュペリ『星の王子さま」中の

孤の言葉），特別の意味を持った子どもたちの作

品だからに他ならない。これは，この課題研究の

持つ大きな意義と意味の一つの証しである。

ただ，本研究の場合は工作ということもあって

心理的・家庭環境的側面からの作品分折が難しか

ったようである。また，NOL２（６年女子）の子ど

もの造形活動経過と作品と感想文が孕む問題は，

先の「指導」に関する所で述べたこの年齢段階と

この性とこの資質とそれに対するこの教材・テー

マとそして叶露」に絡まるいつもなからに難しい

問題であると言えよう。

最後に，Ｎｕ６の子どもの作品でⅢ学生たちが記

していないことで筆者が気付いたことを－つだけ

指摘して本節を終りたい。それは，カニの胴体に

使用した箱の模様のことなのだが，この箱はサイ

ダーの箱で，表面に泡の模様がデザインされてい

る。この子どもは，この箱を，その泡のプリント

柄が上に（つまりカニのロの方に）くるように，

箱を逆さに使っているのである。これは，カニの

ロからブクブクと出るアブクを表現するためにこ

の箱を選んで逆さに利用したか，この水玉模様に

触発されてカニを連想したかのどちらかであろう。

カニの足の節を，紙を斜めに丸めて表現するほど

の子どもである－この点を学生たちは是非子ど

もに尋ねて確認してほしかったし，もし事実がそ

うなら，大いに賞めてやってほしかったと思う。

それにしても，このカニの足の節の表現法１１

－それを発想した子どもにも，またそれに気付

いた学生にも筆者は感動する……。他の子どもた

ちの作品も感想文も，御覧の通り皆それぞれに個

5．発表会での口頭発表

５．以上の全研究の要点を簡潔にまとめて，

発表会の席上で口頭発表しなさい。

1）日時は以下の通り（予定）。

(2)クラス……月・曰（火）Ⅲ時限目

(3)クラス……月．日（木）Ⅲ時限目の各

講義時間を発表会に当てる。

(1)クラス（再受識生クラス）は行なわない。

2）発表時間は１研究10分とする。何分にも時間

が短いので，手際よくまとめておくこと。その

ために発表原稿を準備することは（後のレポー

ト作成にも役立ち）良いことだが，決して原稿
●●

を読み上げたりはしないように（聞きづらいの
●●●●● ●●

で）。

発表会では，自作ならびに子どもたちの作品

は，３．－５)に記したように原則として現物を提

示すること（とにかく，見やすく聞きやすくわ

かりやすい発表をするように)。

時間の関係で全員は発表できないと思うが全

員が準備しておくこと。共同研究の場合は全員

で平等に部分を分担して発表すること。誰（或

いはどのグループ）に発表させるかは当日決定

・指名する。従ってこの日の正当な理由のない

欠席は重大視する。

全ての発表に対して，質疑応答・教官コメン

ト・討舗の時間を必要な長さで股ける。

本レポートの学生たちもこの発表を行なったカネ

その時の記録はとっていないので,次頁に'86年後

学期の発表会の様子を撮った写真（Ⅱ）を提示し

ておく。

この発表の目的や意義は，言うまでもなく，①

体験した事実と問題の共有化・深化，②レポート

作成への準備，③点削・校閲・批評・評価の見本

提示，④将来必要とされる,実践をまとめ報告発表

する技術の準備的訓練一にある。

－２０６－
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写真Ⅱ発表会での発表風景

鴎
．

6．レポートの作成と添削･…・

Ｍ１上の全そ差レポート(要項.形式等は
別に発表）にまとめて，同じクラス内（が

議雛P毒念Ｉ壽纏言溌)墨
限内に提出しなさい。

1）発表会での質疑応答・教官コメント・討臘の

内容も含む。

2）添削………者は，レポートを熟醜し，①誤字

・脱字・おかしな文章表現や意味不明の文章，

②レポート形式・要項が守られているか，③繰

題の各ポイントにわたってきちんと行なわれて

いるか一等をチェックし，疑問点や異瞼があ

れば，余白や別の紙にどんどん赤のボールペン

か油性ペンで密き込み，訂正や補筆，疑問点や

異瞼への回答・反鰭，修正（書き直し）等を命

じ，それが行なわれたかどうかをもう一度チェ

ックする。

レポートの末尾に，総評（評価できる点・問

題点．学んだこと・批判・感想……等）を肥し，

署名・捺印する。

－２０７－
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添削･……･･の良し悪しは，添削･－．…電者自身

の成j5i評点に影轡する。

添削･…･…･を受けた者は，今度は別の誰かの

添削･…･…･者になること（但し二人で関係を閉

じてはいけない）。

Ａ＝ＢＡ－＝2P---->Ｘ
－－－－－－－－－－－－

添削・校閲・批評・評価の目的は，前述した発

表の①と同じ（但し，一層深く堀り下げられる）

目的の他に，②共に学び研究する者同士の暖かく

かつ厳しい関係の在り方を探らせるためと，言う

までもなく③筆者が良いレポートを読みたいため，

学生には良い評点をとらせたいため－である。

（なお，これは論文Ｉの注４（Ｐ、５２）でも

断ったように，本学部社会科教育担当：田港朝昭

の授業実践とその方法から学んでいる。）

さて，本レポートに対する上掲の「総評」に関

しては，暖かさはあるが，問題点や疑問点をどん

どん指摘して（それに対してレポート作成者が回

答・反論し）紙上討論会が繰り広げられるといっ

た厳しさがなく，筆者としては少々もの足りない

「総評」である。

従って本節の例示としてはこれはあまり適当で

はないので,次頁に,より一般的な「モーレヅ添削」

（田港名辞）の例（資料Ⅱ）を掲げておきたい。

０×

要するに全員が，必ず誰か（またはどれかの

グループ）のレポートの添削………をする－

言葉を換えて言えば}全員が点削……する立場とさ

れる立場の双方を経験しなければいけないとい

うことである。過去に，この添削………がなか
●

ったために，本人のレポートは素晴らしいのに

「不可」になったケースもある。

備考

1．共同研究グループは，原則として同じクラス

内の者同士で構成すること。

2．共同研究の場合，各人の主な分担というのは

当然あってもよいが，所謂ベルト・コンペアー

的「分業」にならないこと。つまり全員が何ら

かの形で研究の全過程に関与するように（「私

は文献鯛くだけ，僕は清書だけ」－などとい
●● ●●

うのは共同研究とは見なさなし､）。

3．共同研究の場合，レポートは共同で－篇にま

とめるように。グループ内で感想や見解が異な

る時は，名前を付して併記すれば恕二い。

（以上）

（なお,本ﾚﾎﾟｰﾄで,添削………者の指摘により訂

正された誤字等は，その訂正されたものを収録し
ママ

たが，その目を逃れたものに対してIよのルビを

振ってそのまま収録した。また本レポートは，氏

名をイニシャルに変える等の若干の変更を行なっ

たほかは，殆ど全て原文通りの収録である。）

〔附〕教育実習への連続
＜総評＞

全体的によくまとまっていると思う。特に

作品の一つ一つをよく味わって，分析してい

る所が，参考になりました。子供たちが作品

を仕上げる過程についても，よく観察されて

いる。次回，暇があったら木（板）を使って

作らせてみるのもよいと思います。

どうもお疲れさまでした。

Ｅ､Ｍ，（小・３．社・県外・男）＠

Ｍ.Ｇ，（〃・〃・〃・〃・”）⑳

Ｍ・Ｓ．（〃・〃・”・県内・”）②

さて，序言で述べたように，点削･…･･…者の一

人であるＭ、Ｓ・は，この経験の半年後に，教育

実習生として，Ｇ市立Ｆ第二小学校の５年生を対

象に図画工作科の研究授業を行なった。教材・テ

ーマ・領域は－蝋段ボール紙１枚（約40x50cIn）

を使った丈夫で楽しい形の人形用卓上小椅子のデ

ザインと工作噛一である。

研究授業をすることが決ってから（それが彼の

自発的意志と希望によるものなのか，指導教論の

指示によるものなのかは残念ながら聞きそびれた
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資料 Ⅱ通常の添削…… の一例
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【注】

1．小林正秀「図工科教材研究における学生の「教育実

践力」向上にむけての一試行」「教育実践研究」（琉

球大学教育学部，’８６．３）ｐｐ.l～２３所収。

2．小林正秀「子どもの中へノー学生に対児童実践を

課す「図工科教材研究」の指導」「大学美術教育学会

誌」第19号（大学美術教育学会，’８７．３）PP61～

７１所収。

3．第25回大学美術教育学会（’８６．１０．２，於仙台）

口頭研究発表：小林正秀「子どもの中へ／－学生に

対児童実践を課す私の『図工科教材研究」指導法｣味

学美術教育学会研究発表概要麹（大学美術教育学会

が，いずれにせよ，他教科専修生が大研究として

図工科の授業研究を行なうという例は，筆者の知

る限り本学部の教育実習でも殆ど例のないことで

ある）ｊＭ・Ｓ．は早速，本レポートで「(2)子供

達との同時製作」を行なった件の女子学生から，

その作品すなわち段ボール紙製の小椅子を借り受

けて色々と聞いていたようである。この課題研究

が彼の授業研究にどのように，またどの程度役立

ったかに閲しては残念ながら筆者は聞いていない

し，また紙数も尽きたので，ここではただ゛，その

時筆者が撮影した写真（Ⅲ）のみをそれを窺う若

干のよすがとして掲げて終りたい。

８６．１０）ＰP､14～15要旨所収。

写真ⅢＭ、Ｓ、君による教育実習研究授業

;,零ii19

結語

序言で述べた本稿の目標は，不充分ながらもほ

ぼ達成されたものと考える。

－２１０－


